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 Webとクルマのハッカソン 
• 「“オープン” を軸としたモノづくりを学び、実践する場」として、2012 

年春に Mozilla Japan が構想を発表。 
• オープンな思想のもと、専門家、大学生、中高生が一緒になってモ

ノづくりのプロジェクトに実際に参加することで、そのプロセスの中
から気付きや学びを得て、皆でイノベーションの種を作っていく枠組
み。 

• これまでの Web の概念にとらわれることなく「自由な発想で “モノ
づくり” を行いながらプロトタイプの作成を目指す Labo (実験室) 的
なプロジェクト」等様々な取り組みを実施。 

 Mozilla Factory CHIRIMEN※ Open Hardware Project 

「Webとクルマのハッカソン」 
の様子（2016年1月） 

Webと車の標準化進展により 
想定されるサービスイメージ 

• Web技術の高度化に伴い、車内ネットワークの情報とWebを通じた
様々な情報を連携させた新たなビジネスモデル創出が期待。Web技
術の国際標準化団体であるW3Cにおいて、車両情報活用に関する
APIの標準化が進められている。 

• 2016年1月、クルマの情報とWeb技術の融合による新たなサービス
やアプリの創出、Webと車の連携に関する普及啓発・裾野拡大を目的
として、「Webとクルマのハッカソン」を開催。 

若者・スタートアップを対象としたIoT人材育成 5 

 IoTを総合的に理解し、使いこなせる人材、アイディアを発想できる人材が求められており、若者やスタートアップを対象とし
て、開発キットやオープンソース等を使った開発（モノづくり）を通じた体験型教育やアイデア・ソリューションを競うハッカソン
の取組を推進することが重要。 

 米国でもMaker（モノづくりをする人）支援をSTEM（science, technology, engineering, and mathematics）教育施策として位置
付け、2014年にはホワイトハウスがメイカーフェア（White House Maker Faire）を開催し、モノづくりへの支援を強力に推進。 

技術戦略委員会資料8-3 三菱総合研究所説明資料、同資料9-3 KDDI説明資料等を基に作成 

※CHIRIMEN：センサーやアクチュエーターなどの物理デバイスをWeb技術だけで
制御することができるオープンソースの開発環境で、ボードコンピュータとその上
で動作するソフトウェアを含めた総称。 




